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第４章  おわりに （次期環境基本計画への期待） 

 

本報告書は、市民目線における環境対策についての提案であり、5年後、10
年後の市川の姿はこうあってほしい、こうでなければならないといった考えに

よるものである。すなわち、市民が市川市に求める取組や期待する成果を提言

したもので、市民から市川市に業務を委託するための「仕様書」と捉えてもら

いたい。 
 
環境基本計画は、こうあって欲しいと市民が望む市川市を作るために、資金 

を投じて行う事業計画の基本となるものである。環境マネジメントシステム（Ｉ

ＳＯ14001）のように、単に市役所内部の担当業務だけにかかわる内向きの環境
対策効果を求めるのではなく、環境基本計画ではこれからの市川市全体の環境

をどのようにするのかといった将来ビジョンを描き評価しなければならない。 
また、スローガンだけの環境基本計画では、「単に作っただけ」に終わって

しまい、効果が見えないものになる。実現のためにはプロセス、プログラム、

目標値があり、それを検証する手立てがなければ成果は見えてこない。さらに、

持続可能な社会を形成するためには、短期的な環境対策だけではなく、中長期

の環境保全戦略を明確にした具体的で実効性のある計画とすることが重要であ

る。 
 
次期環境基本計画においては、華やかで見た目のよいスローガンや項目のみ

の羅列ではなく、数値目標を掲げ、具体的な施策と工程表の策定を行い、その

達成状況を確認・評価する仕組みを確立しなければならない。環境基本計画に

基づく施策が効果的に実践され、実現への可能性が高まったとき、市川市の環

境は市民が望む姿に改善されるものとなる。 
なお、次葉に私たちが考える次期環境基本計画の位置づけを相関図で示す。 

  
 第Ⅵ期市川市環境市民会議に参加したメンバー一人一人が、これからの市川

の環境を真剣に思い描き、纏め上げた報告書である。市川市はこの提言を十分

に理解したうえで、具体的な施策に昇華させ、実施事業として実践することを

私たちは願うものである。 
 

最後に、「みんなで築く持続可能な社会」への取り組みが新たな「市川の文

化」になることを期待し、まとめとする。 
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市
川
市
環
境
基
本
計
画
の
位
置
付
け

市
川
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（策
定
：
20
0
6年
4月
、
期
間
：2
00
6年
～
2
01
0
年
）

地
球
温
暖
化
へ
の
更
な
る
積
極
的
な
取
組
対
応
と
し
て
、
市
と
し
て
二

酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
計
画
し
た
も
の
。

二
酸
化
炭
素
及
び
一
酸
化
二
窒
素
（
二
酸
化
炭
素
換
算
）の
排
出
量

と
合
わ
せ
て
、
20
10
年
度
ま
で
に
、
19
99
年
度
比
で
6.
0％
以
上
の
削

減
を
目
指
す
。

市
川
市
一
般
廃
棄
物
処
実
施
計
画

（2
00
9
年
4
月
策
定
　
※
毎
年
度
策
定
）

市
川
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（い
ち
か
わ
じ
ゅ
ん
か
ん
プ
ラ
ン
21
）

に
基
づ
き
、
市
内
で
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
確
保
し
、
あ
わ

せ
て
同
基
本
計
画
の
推
進
及
び
実
施
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
減
量
、

資
源
化
及
び
適
正
処
理
等
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

市
川
市
分
別
収
集
計
画

（策
定
：
20
0
7年
6月
、
期
間
：2
0
08
年
～
20
1
2年
）

一
般
廃
棄
物
の
う
ち
で
大
き
な
比
率
を
占
め
る
容
器
包
装
廃
棄
物
の
分
別

収
集
を
実
施
す
る
た
め
に
、
基
本
的
事
項
、
市
民
・事
業
者
・市
の
役
割
と

取
り
組
む
べ
き
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（策
定
：2
00
4
年
、
期
間
：2
00
3年
～
2
01
2
年
）

市
川
市
総
合
計
画
に
示
さ
れ
た
将
来
都
市
像
を
居
住
面
か
ら
実
現
す
る
た

め
の
住
宅
政
策
の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
も
の
。

緑
の
基
本
計
画

（策
定
：2
00
4
年
3
月
、
期
間
：
20
0
4年
～
2
02
5
年
）

貴
重
な
緑
地
を
保
全
し
、
潤
い
や
安
ら
ぎ
の
あ
る
新
た
な
公
園
・緑
地
の
整

備
に
向
け
た
基
本
的
な
方
策
を
定
め
る
。

総
合
交
通
計
画

（策
定
：2
00
4
年
3
月
、
期
間
：
20
0
4年
～
2
02
5
年
）

総
合
的
な
見
地
か
ら
各
交
通
機
関
を
一
体
的
に
考
え
、
長
期
に
わ
た
る
計
画

を
基
礎
と
し
た
交
通
施
策
を
定
め
る
。

市
川
市
景
観
基
本
計
画

本
市
に
お
け
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
市
民
・事
業
者
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
指
針
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
す
る
。

市
川
市
総
合
計
画

（期
間
：2
0
01
年
～
20
2
5年
）

将
来
都
市
像
を
含
む
「基
本
構
想
」を
頂
点
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
「基
本
計

画
」「
実
施
計
画
」の
３
層
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

市
川
市
環
境
基
本
計
画

（2
0１
０
年
○
月
策
定
）

自
然
が
息
づ
く
文
化
都
市
「市
川
」
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
基
本
理
念
を
定
め
る
。

　
①
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

　
②
人
と
自
然
の
共
生

　
③
市
民
・事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

　
④
地
球
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

市
川
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画

（策
定
：
20
0
9年
3月
、
期
間
：2
00
9年
～
2
01
6
年
）

市
川
市
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
の
た
め
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
。

≪
削
減
目
標
≫
す
べ
て
2
00
6
年
比

　
・家
庭
▲
10
%

　
・民
生
▲
5%
（床
面
積
1m
2あ
た
り
）

　
・運
輸
▲
10
%
（自
動
車
1台
あ
た
り
）

　
・一
般
廃
棄
物
▲
10
%（
1人
1日
あ
た
り
）

　
・産
業
▲
10
%
（製
造
品
出
荷
額
あ
た
り
）

（
総
合
計
画
に
基
き
環
境
基
本
計
画
が
市
川
市
の
全
て
の
計
画
の
上
位
概
念
と
し
て
位
置
付
け
る
） 市
川
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（2
00
4
年
4
月
策
定
）

市
川
市
総
合
計
画
に
示
さ
れ
た
将
来
都
市
像
「と
も
に
築
く
　
自
然
と
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ

る
文
化
の
ま
ち
　
い
ち
か
わ
」を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
の
都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
と

な
る
。

市
川
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

（
い
ち
か
わ
し
じ
ゅ
ん
か
ん
プ
ラ
ン
2
1）

（
20
0
3年
3月
策
定
）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
6条
第
1項
の
規
定
に
基
づ

き
、
長
期
的
・総
合
的
な
視
点
に
立
っ
て
計
画
的
な
廃
棄
物
処
理
の
推
進
を

図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
。

≪
計
画
値
≫

　
①
一
人
一
日
あ
た
り
排
出
量
（排
出
原
単
位
） 
83
0ｇ
／
人
・日
以
下

　
②
資
源
化
率
 3
5％
以
上

　
③
焼
却
処
理
量
削
減
率
 平
成
19
 年
度
実
績
値
か
ら
2
0％
以
上
削
減

　
④
最
終
処
分
量
削
減
率
 平
成
19
 年
度
実
績
値
か
ら
4
0％
以
上
削
減

現
在
は
、
第
3
次
総
合
3
カ
年
計
画
が
進

行
中
2
0
0
8
年
～
2
0
1
0
年

展
開

展
開

≪
ま
ち
づ
く
り
≫

≪
環
境
・廃
棄
物
≫

展
開

※ 地 球 温 暖 化 対 策

※ 廃 棄 物 循 環 ・ 処 理

展
開

展
開

展
開

 
 

 


